


加齢性難聴により、聴力が低下した高齢者の補聴器購入費用の一部
を助成します。

・認定補聴器技能者が在籍する販売店で見積書を取得してください。

あきる野市高齢者補聴器購入費用助成事業

❶事前確認書の提出

❷受診

❸見積書の取得

❹書類提出

❺購入

❻請求

助成の流れ

対象者
補聴器購入前であり、次のいずれにも該当する方
• あきる野市内在住の満65歳以上の方
• 住民税が非課税の方
• 障害者総合支援法に基づく、補聴器の支給対象者ではない方
• 医師から補聴器の必要性が認められる中等度難聴（両耳の平均聴力レベルが40
  デシベル以上70デシベル未満）、又は補聴器の装用が必要であると診断を受け、
  その意見書等を得ることができる方
• 過去5年以内にこの制度による助成を受けていない方

補聴器本体１台及びその付属品の購入に要する費用（上限4万円）
次に掲げる費用は対象外となります。
（１）診察、検査等の受診費用
（２）医師の意見書の取得に係る費用
（３）補聴器の修理、保守及び電池交換に係る費用
（４）付属品のみの購入に係る費用
（５）補聴器の調整に係る費用

・高齢者支援課へ事前確認依頼書をご提出ください。対象者要件に該
当することが確認できた方へ医師意見書を送付します。

・申請書、医師の意見書、見積書を高齢者支援課へ提出してくだ
さい。審査の結果、助成を決定した方に決定通知を送付します。

・市が送付した医師意見書を持って耳鼻咽喉科を受診し、医師記入欄
の記入及び裏面にオージオグラム（写し可）を貼付してください。

※受診にかかる費用、医師意見書の作成料は自己負担となります。受診し
た場合でも医師意見書の結果により、助成の対象とならない場合が
あります。

・決定通知が届いてから見積書を取得した販売店で補聴器を購入して
ください。

・購入後、速やかに請求書及び補聴器の
領収書の写しを高齢者支援課に提出して
ください。

Ｑ. 補聴器のレンタル（リース）経費は助成対象となりますか？
Ａ. 助成対象外となります。
Ｑ. 集音器も対象となりますか？
Ａ. 助成対象外となります。
Ｑ. どんな補聴器でも対象になりますか？
Ａ. 医薬品医療機器法により認証を取得した管理医療機器で
     ある補聴器のみが対象です。
Ｑ. 既に補聴器を使用しており、修理を行う場合、対象になりますか？
Ａ. 対象は購入費用のみのため、対象外となります。

よくある質問

助成額
※認定補聴器技能者が在籍する販売店以外で購入した場合は、助成
　の対象外となります。

※補聴器は交付決定を受けた年度末（3月末）までにご購入ください。
　交付決定前に購入した場合は助成の対象外となります。

※決定通知書に記載する日付の属する
年度の翌4月5日までにご提出ください。


